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禅
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墨
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（
恭
真
書
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仏
事
の
知
識  

 
 

 

御
年
始
と
御
初
穂 

 

年
が
改
ま
り
ま
す
と
お
寺
か
ら
お

檀
家
の
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
「
祈
祷
札
」

を
持
参
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
に
お
伺

い
し
ま
す
。
お
寺
へ
も
沢
山
の
お
檀
家

様
が
ご
挨
拶
に
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

都
合
で
お
寺
へ
来
ら
れ
な
い
方
は
、
ご

自
宅
の
玄
関
入
っ
た
と
こ
ろ
に
御
年

始
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

れ
ま
す
。
中
に
は
、
「
御
年
始
」
で
な

く
「
御
初
穂
」
と
表
書
き
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
「
御
初
穂
」
と
い
う

名
称
は
神
社
に
対
し
、
祈
祷
や
お
祓

い
、
祝
詞
の
謝
礼
と
し
て
渡
す
金
銭
の

表
書
き
の
こ
と
で
す
。
（
初
穂
＝
読
み

方
「
は
つ
ほ
」
）
。 

お
寺
へ
は
「
御
年

始
」
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

「
お
札
」
の
御
利
益
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ

う
に
お
ぼ
ん
等
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
お
札
は
お
札
袋
の
中
に

入
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
中
か
ら
取
り

出
し
て
お
仏
壇
ま
た
は
所
定
の
場
所

に
お
祀
り
し
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

  

□
梅
花
だ
よ
り 

▼
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会 

 

平
成
三
一
年 

五
月
二
二
日
～
五
月
二
四
日 

 

会
場 

熊
本
産
業
展
示
場 

 
 
 

「
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」 

新
潟
県
第
四
宗
務
所
梅
花
講
は
二
三

日
登
壇
、
奉
詠
曲
目
は
、
「
報
恩
供
養
御

詠
歌
（
澄
心
）
」
で
す
。 

 

全
国
大
会
は
二
十
二
日
・
二
十
三
日
と

二
日
間
に
分
け
て
、
計
九
千
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
る
宗
務
庁
主
催
の
年
に
一

度
の
大
会
で
す
。 

▼
宗
務
所
梅
花
流
検
定
会 

 

期
日 

七
月
二
十
九
日
予
定 

 

会
場 

未
定 

 

人
は
幸
せ
を
願
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、誰
し
も
悩
み
、悲
し
み
、苦
し
み

を
体
験
し
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
時
に
心
を
支
え
て
く
れ
る
の
が

梅
花
流
詠
讃
歌
で
す
。
そ
の
歌
詞
に
は
、

私
た
ち
を
安
ら
ぎ
の
世
界
へ
と
導
い
て
く

だ
さ
る
仏
さ
ま
の
教
え
、想
い
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

仏事の知識 

↓QR コード 

 

 

仏
法
王
法
一
般 

 
 

―
紙
以
外
に
も
お
寺
に
あ
っ
た
古
い
板
木
を
利
用
― 

仏
法
の
真
理
（
教
え
）
は
す
べ
て
に
あ
る
。（
山
川
草
木
、
仏
法
に
非
ざ
る
こ
と
な
し
） 

 
 

 

 

お
唱
え
を 

聴
い
て
見
ま
し
ょ
う
。 

☎
で
法
話
が
聞
け
ま
す 

曹
洞
宗
テ
レ
ホ
ン
法
話 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 
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1

2
0
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0
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（
お
話
は
毎
週
変
わ
り
ま
す
） 

 

永
平
寺
電
話
説
法 

 
 
 

7
7

6
-6

3
-3

3
9
9
 

（
お
話
は
十
日
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
） 

 

曹
洞
宗 

  

永
平
寺 

  

總
持
寺 

   

梅
花
流
詠
讃
歌
と
は
・・・ 

スマホで QRコードを読み込んで 

ご覧下さい。 

 

□
新
年
役
員
会
開
催 

 

一
月
二
十
日
午
前
十
一
時
よ
り
開
催
、
住
職
挨
拶
、
総

代
榎
本
善
一
氏
挨
拶
、
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
平
成

三
十
一
年
度
事
業
予
定
、
そ
の
他
。
終
わ
っ
て
総
代
眞
壁

悦
郎
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。
秋
の

永
平
寺
参
拝
に
は
役
員
様
も
多
数
参
加
予
定
で
す
。 

□
曹
洞
宗
新
潟
県
第
四
宗
務
所
所
在
地
変
更 

 

阿
賀
野
市
草
水
観
音
寺
・
稲
垣
智
正
所
長
老
師
の
任
期

満
了
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
十
二
月
よ
り
新
発
田
市
諏
訪

町
寶
光
寺
・
寺
﨑
敬
道
老
師
が
新
所
長
と
な
り
ま
し
た
。

所
員
に
は
、
副
所
長
・
新
潟
市
秋
葉
区
観
音
寺
阿
部
正
機

師
、
教
化
主
事
・
新
発
田
市
下
中
常
勝
寺
栗
橋
茂
則
師
、

庶
務
主
事
・
新
発
田
市
中
央
町
瑞
雲
寺
山
口
智
史
師
、
人

権
主
事
・
新
発
田
市
下
羽
津
宝
昌
寺
渡
辺
玄
洋
師
、
梅
花

主
事
・
新
発
田
市
金
谷
寺
尾
英
人
師
、
書
記
・
新
発
田
市

滝
谷
大
慶
寺
小
松
芳
隆
師
、
書
記
・
阿
賀
野
市
飯
山
福
音

寺
中
野
悠
志
師
、
以
上
八
名
で
宗
務
行
政
の
任
に
当
た
り

ま
す
。
（
任
期
四
年
） 

 


